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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,62 43,08 -0,54 42,69 +0,39

USD / BRL Spot BRL 2,3555 2,3640 +0,0085 2,3935 -0,0295

USD / JPY Spot JPY 102,76 101,84 -0,92 102,17 -0,33

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 45.862 45.444 -418 47.813 -2.369

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 179,0 179,0 +0,0 189,7 -10,7

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,66 12,73 +0,07 13,00 -0,27

DI Future Apr15（金利先物） % 11,33 11,40 +0,07 11,62 -0,22

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,233 -0,001 0,236 -0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 303,0 302,7 -0,3 292,6 +10,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 3月12日

昨日のドルレアルスポット相場は外部要因によるリスク回避圧力が国内要因を打ち消してレアル売りとなる
展開でした。朝方は１月の小売売上高が前月比０．４％増、前年比６．２％増とそれぞれの市場予想０．３％
減、４．８％増を上回ったため前日比レアル高の２．３４台前半で始まりました。しかし、中国の経済指標の
悪化が続いていることやクリミア自治共和国でロシア編入を問う住民投票が実施されれば欧米が重大な
措置を取るとケリー米国務長官が発言したことなどからリスク回避の動きが強まりレアルは反転下落、２．３６
台に乗せるレアル安となりました。その後もレアル安値圏での取引は続き、結局２．３６台半ばで引けて
います。

１月の小売売上高は前月比で減少が予想されていたにもかかわらず０．４％増のポジティブサプライズと
なりました。１２月に減少していたオフィスサプライ等の項目が反動増で伸びたことによって予想外の増加と
なりましたが、ボペスパ指数は前日比０．９％下落するなど手放しで好感しているわけではないようです。
中国の鈍化やウクライナ懸念などが足を引っ張っている面もありますが、２月の自動車販売が１月に続いて
大きく低下していることなど国内の不安要素が払拭し切れていないことも一因と言われており、今後も外部
要因と共に予断を許さない状況です。
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